
チリ経済（2014年6月）
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１．経済指標　
（１）経済活動指数（IMACEC）－前年同月比2.3％－
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鉱業生産

鉱工業生産（前年同月比、％）

5月のIMACECは前年同月比2.3％と予想（同2.6％）を若干下回る結果となった。季節調整済前月比は0.6％となった。中銀によると，卸売業が主なマイナス要因となった一方，鉱業が主なプラス要因となった。
中銀アンケートによる6月IMACECの予想は前年同月比2.6％（中央値）となっている。
（２）消費－弱い動きとなっている－
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①5月の小売商業販売指数（実質，INE公表）は，前年同月比4.9％となった。同指数（除く車）は同7.6％となった。
②5月のスーパーマーケット販売額（実質，INE公表）は，前年同月比5.6％となった。
③5月の商業販売額（チリ商工会議所公表，サンティアゴ首都圏，暫定値）は前年同月比4.1％となった。
④4月の消費者認識指数（CIEN公表）は120.3と前月（127.4）から悪化した。現状指数（157.5），将来指数（107.1）もともに悪化となった。
※５月分未公表。
⑤6月の新車販売台数は25,797台（前年同月比▲9.3％）と３か月連続で大幅なマイナスとなった。
（３）鉱工業生産，電力－生産は弱い－
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値（銀行間レートの加重平均値）

5月の工業生産指数は，前年同月比1.2％と再びプラスに転じた。セクター別では，食料品・飲料品が同10.0％とプラスに大きく寄与したが，印刷・出版が同▲18.1％，金属製品（除く機械）が同▲7.9％，非金属鉱物製品が同▲7.5％とマイナスに大きく寄与した。
5月の鉱業生産指数は前年同月比5.2％となり，うち銅も同4.7％となった。
5月の電力指数は前年同月比2.5％となった。
（４）企業の業況判断－大きく悪化している－
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国際銅価格と銅在庫の推移

銅価格

銅在庫（ロンドン・

NY

・上海合計）

6月のIMCE（企業業況判断指数）は43.74ポイントと，中立点である50ポイントを大きく下回った。前年同月差は▲9.30ポイント，前月差は▲3.62ポイントとなった。内訳を見ると，鉱業が54.23（前月差▲10.63ポイント），建設業が32.77（同▲2.23ポイント），製造業が40.71（同▲2.22ポイント），商業が48.43（同▲1.45ポイント）といずれの業態も悪化した。
（５）不動産－やや増加－
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5月の建築許可面積（INE公表）は前年同月比13.5％（３か月移動平均）と前月に引き続きプラスとなった。内訳を見ると，住居が同25.9％と前月に引き続き高い伸びとなった一方で，非住居は同▲2.1％と引き続きマイナスとなっている。
（６）雇用－失業率は低水準で推移－
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43.74

3～5月期の失業率は6.3％と前月より0.2ポイント悪化した。前年同期比で見ると，労働力人口は118,805人増加（前年同期比1.4％），就業者数は121,080人増加（同1.6％），失業者数は2,275人の減少（同▲0.4％）となった。セクター別の就業者数伸び率では，個人自営業（同5.8％）が大幅なプラスとなった一方，金融サービス（同▲9.1％），鉱業（同▲5.5％）が大幅なマイナスとなった。
5月の賃金は，名目は前年同月比6.5％，実質は同1.0％となった。
（７）物価－上昇率はやや高くなっている－
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6月の消費者物価指数（総合）は，前月比は0.1％，前年同月比は4.3％となった。品目別に前年同月比の動きをみると，主に燃料（9.5％），アルコール飲料・タバコ（8.6％），レストラン・ホテル（7.6％），住宅･電気・ガス・水道（6.2％）が大きく上昇したものの，衣料品・靴（▲5.7％）が低下している。生鮮野菜果実及び燃料を除くコア指数は，前月比は0.1％，前年同月比は4.0％となった。
中銀アンケートによる7月の消費者物価指数（総合）の予想は前月比0.2％となっている。インフレ期待は1年後：3.0％（前月3.0％），2年後：3.0％（前月3.0％）と引き続き安定している。
5月の生産者物価（全産業）は，前月比は1.7％，前年同月比は2.0％となった。
（８）貿易－貿易黒字が継続－
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①6月の輸出額（FOB）は63.6億ドル（前年同月比0.4％）となった。内訳を見ると，鉱業品35.5億ドル（同▲2.2％），農林水産品4.0億ドル（同▲14.5％），製造業品24.1億ドル（同7.5％）となった。鉱業品のうち銅は33.0億ドル（同▲1.2％），銅を除いた輸出総額は30.6億ドル（同2.1％）となった。

②6月の輸入額（FOB）は57.4億ドル（前年同月比▲0.5％）となった。内訳（CIF）は，消費財15.7億ドル（同▲4.4％），中間財32.3億ドル（同▲2.0％），資本財12.4億ドル（同4.8％）となった。
③6月の貿易収支（FOB）は6.2億ドルの黒字となった。
（９）対日・中・韓貿易
①対日貿易（FOB）：5月の貿易額は，輸出額7.8億ドル（前年同月比26.9％），輸入額2.0億ドル（同▲7.1％），貿易総額では9.8億ドル（同18.2％）となった。

②対中貿易（FOB）：5月の貿易額は，輸出額14.2億ドル（前年同月比▲19.5％），輸入額10.5億ドル（同▲13.0％），貿易総額では24.7億ドル（同▲16.9％）となった。

③対韓貿易（FOB）：5月の貿易額は，輸出額3.7億ドル（前年同月比▲10.8％），輸入額2.3億ドル（同13.4％），貿易総額では6.0億ドル（同▲3.0％）となった。
２．市場の動き
（１）国際銅価格－横ばい－
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6月の国際銅価格は，1ポンド3.1765ドル（2日）で始まり，1ポンド3.1547ドル（30日）で終了した。前半は，中国における融資担保としての銅需要が懸念される事案の発生やコデルコ幹部による銅価格の先行き見通し発言等を受けて値が下がったが，後半になると中国製造部門の復調を示す統計の公表により銅需要増が見込まれたこと等から価格が回復を見せ，前月末比▲0.6％で終了した。

6月の銅在庫は，277,630トン（2日）から251,479トン（30日）と前月に引き続き減少となった。
（２）為替－横ばい－
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消費者認識指数（右目盛）

6月の為替は，1ドル550.72ペソ（2日）で始まり，1ドル550.60ペソ（30日）で終了した。前半は銅価格の下落やチリ消費者物価指数が予想を下回ったこと等により下落傾向であったものの，後半になると銅価格が上昇に転じたこと，米国経済統計が市場予想を下回ったことで不安感が生じたこと等により上昇基調が続き，前月末比2.56ペソのペソ安・ドル高で終了した。
（３）株価－横ばい－
6月のIPSA値（サンティアゴ主要株式指数）は，3,891.19ポイント（2日）で始まり，3,875.73ポイント（30日）で終了した。前半はチリ経済の減速や税制改革の審議に対して投資家が懸念を示したこと等を受け下落が続いたが，後半になると米国FRB議長の発言や米国株式市場の好調さに牽引される形で株高基調となり，前月末比▲0.7％で終了した。

３．経済トピックス
（１）ケラー・コデルコ総裁の退任
6月6日，コデルコ取締役会はトーマス・ケラー総裁を総裁職から解任することを決定した。ランドレッチェ会長による解任承認直後に，SVS（証券・保険監督庁）に対する手続きを通じて発表された。ケラー総裁は6月13日まで現職に留まり，その後13日には，暫定総裁として，これまでコデルコ中部・南部オペレーション担当副社長を務めてきたオクタビオ・アラネダ・オセス氏が選任された。
（２）アイセン水力発電所計画の中止
6月10日，アイセン水力発電所建設計画について，関係閣僚から構成される閣僚委員会が計画中止の判断を下した。2006年からENDESA社とCobun社による事業推進会社であるアイセン社によって計画が進められてきており，完成すれば2750MWの電力を，首都圏を含むSIC（中部電力網）に供給することが期待されていた。同社はこれまでに3.2億ドルの投資を行っていたが，ピニェラ前政権の決議を正式に無効とすることが決まった。
（３）リチウム技術委員会の設置
6月11日，バチェレ大統領はウイリアムス鉱業大臣と共に，リチウムに関する政策策定のための提言を本年末までに行うことを任務とする技術委員会を設置する大統領令に署名した。委員会には地質学者，環境，天然資源，エネルギーの各分野の専門家，経済学者，土木工学者及び鉱業法の弁護士等が参加する。今回のリチウム政策では，探査・採掘を強化すると共に，リチウムビジネスに参入する者に対して制限を設けないなど，コンセッション制度の改良を追求することとしている。委員会はウイリアムス大臣とモレノ鉱業次官によって運営される。
（４）国営年金機構法案の公表
6月16日，バチェレ大統領は，国営AFP（年金運営機構）を創設する法案を公表し，署名した。国営AFP創設の目的には，①民間AFPの対象とならない自営業者，低所得者及び大都市の中心以外の居住者などに加入者対象カバレッジを拡大すること（従来の民間AFP非加入者の７０％が女性），②民間AFPに対し，管理コストの削減，サービスの質の改善及び加入者への便益増加を求め，市場に競争力がもたらされること，③労働者が在職時も退職後も良い判断ができるよう，加入者に重要情報を定期的に提供することにより，高い透明性を確保すること，といったものが挙げられる。
（５）チリ中銀，経済見通しを公表
6月16日，中央銀行は「金融政策レポート（IPoM，2014年6月）」を公表した。中央銀行は2014年成長見通しを2.5～3.5％と前回予測から下方修正した。国内では，経済活動や国内需要が後退し続けているが，数四半期前から続く投資の減速に加え，個人消費の低迷が加わったためであるとした。しかし，年末にかけて次第に経済は再び活力を取り戻し，４％超にまで上昇したインフレ率は一時的な事態で，今後数か月で落ち着くものと見られ，年末には４％程度に収束するものと予測される。（了）                          
＜概要＞　景気は弱い動きとなっている。


消費は弱い動きとなっている。


生産は弱い動きをしており，企業マインドは大きく悪化している。


失業率は低水準で推移している。


消費者物価の上昇率はやや高くなっている。


貿易は黒字が継続している。


銅価格，為替，株価はいずれも横ばいであった。


先行きについては，米国金融政策などの動向を注視する必要がある。また，銅価格及び


為替の動向が国内経済に与える影響には引き続き留意する必要がある。
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